
Title 「雪の女王」 : その中にみる男女の元型

Author(s) 岡田, 令子

Citation IDUN. 1976, 3, p. 35-59

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/95892

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



ー^その中にみる男女の元型^

岡田

THE SNOW

ーーT、VO Elements o{ the Rose

One o{ 11. C. Andersen's masterpieces, tl〕e story of THE SNO＼V

ΩUEEN is totaⅡy in the form of various female characters, yet it

is distinctly devided into two contrasting parts: nalnely female and

male characterlstlcs, the {emale is represented and syn〕boli2ed by

Ihe rose, the sunshine, spring and the girl, Gerda, who is maldnd

a ]ourney through different aspects of a woman's li{e; t11e male by

the {rost nower, the snow, W'inter and t11e ]〕oy, Kay, under tl〕e

SPC11 0f the sno、v queen. By examjnlng these elements we sec ln

thls story the arc]]etypes ol man and woman

AISO Andersen's unique style, using the snow qⅡeen as a everlasl、

ing prcsencc is felt, often indirect and negativc way of depicting

tl〕e sno、v queen lnakcs her exlstence n〕ore charlnlng and lnyslenous;

and Andersen's animistic Teligiousness and Its nalve nature ls

1)」'ieny clarified

ΩUEEN

and the Frost Flower-・

ReHく0 okada

35

ノ、、

H.C.And0玲on (1805-75)の雌話'人魚如i'に授1する小1冷で,川 1モ名

は先に, クにおけるユング派の心N学名 E. Nybωg の行ったブンマ

And0玲on の市話の研究の一鮒'を紹介し,上記の作1,1四ン川こ作者の内的紲

界をぢ察した。そこに見られる闇顎は And伽Sen n円人の内而と深く関わ

の女王

子

一
一
二
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つているものであるが,それが同11加こ,人1刑が共通にもっている普薊的な

1煕な識の朋題とも劇わるものであることを指捕し,更に,この作靜.が辿怜

な象微と災しいイメージに満たされていて,又学的にみても極めて優れた

作品であり, And0埒on の非凡な才能のネ占",であることをも合せて鋸点'tし

た。

つづいてノ>1川は,アンデルセン研,τの一理!として,"1;の女.王'(sneo・

dmnningon一以、トSd.と1略す)を収り上げ,そこに登場する'男の子',

'女の子'に表現される二つの要系を分析,ぢ察し(1),次に辨の女王の瓔

れ方を巾心に物;'の表呪力法を見てゆきaD,"後に丁ι三物詔に卿味を添

える町柄についても'、れてみる(Ⅲ)。

And0郎on (以下Aと1略す)の市.;舌,"ワの女IE'-sd.ーは,丁度彼力辺0

戚のΠ丁 a845),作田,1心第二巻 Ny 五Wがy (新童話染〕の巾で発裴され

た。作品の成立した11別切についていえぱ, W珂ψX詔分,すなわち'魔法の

銃'と呼は'れる物語は, Aがドイッ旅行小, Dル.den 近郊にある Maxon

城で,玲43年の11河に,牛力吋1たものであるが,ンK文にあたる疾りの那分,

すなわち KW と G町da の物,;吾はで・壯844イrの12打 5 H から 8日の 4日剛

に・ーヌ(にまとめられたという。(d. BHX 204)

この作,フ,が発3長されたイドに先ゞ/1つこと 10イ1三の1835イrから 42ザまでの劇

に, Aは仞j切の_脆i活作1'を三W"りり' jω'ル1ル fω' B山力〔子世のための茆

話〕にまとめて出版していた。しかし,この作,'J.リιは題武のi1女に,その市

話作1吊は子供のためのものであり,大人の鍔ご鄭こは耐え得ない,つまらな

いものだとの印染をゞ仙寺の一般,洗者にり、.えていた(d. Albeok 575)。①こ

のことに久U、1'いたAは,1843イドメPら1848年・に第二ゞ.染を上,己のように改題し

て発表したのである。そして,この Sd.が光太された頃から1850年頃まで

の数年の小に, Aは市話作家としても,そのタ,jl{を1,Jしたのである。①そ

の頃彼は,スエーデンの歌虻iJenny Lind と既に知り合いになっており,

彼女はAの心の小で飛要な位紲を11iめていた。そのことは,彼の研先者の



一人, TOPSφe-Jensen が次のように言っていることからもうかがえる

"1皮の人闇としての発迷は,大たいにおいて,1846年1薪冬りを告げてい

る。 Jenny Lind に対する愛は,彼の人生に深い轍を印しナこ最後の川来求

であって,その後の経験は,ほとんどが旅村者としてのものである。"(0{.

E(terskrift: Nlit egel Eventyr 201)

このように見る時, Aの作吊.sd.は,彼が村.会的名声をゆるぎなきもの

とし九11羽切であっナこぱかりでなく,側人的にみてもその人牛の絶頂にあっ

たW1に生まれた童話であると盲える(d. Nybmg 123)。

この Sd.は,ある冬のΠ,寒波がおそった吐に, Aの心、がー'1電の;どびに

1山たされて,"まるで物i'が紙の_上に跳びはねていくよう"御(d. BHX 204)

に剣作の筆が述ノνだという。これは前述のように,彼の池頂刈のほんの数

[11山に'11力材1た作厶1仁ξはあるが,しかし,その元のイメージは捌ル北兵に財ξ

生えてぃたのではないかと思われる。(d. Nybωg 135)

氷の花を一人の女性にみ六てることは,まだAの父が生きていた頃にさ

かのぽる。ガラス窓についた氷が,両乎を斧し出した少女に似ていたの

で,父が冗談まじりに,"あの少女はきっと私を欲しがっているんだ!"御

(cf. Mit eget Eventyr 17)と言ったという。まナこ,そんな父が亡くなっ

た枚,母は夫のことを、獣い出して,こおろぎに次のような独三を1_fつた.

"ー・・・・氷の少女があの人を収ってしまったノVだよ。"(of.ibid.17)父のこ

の丁恕しい死は, Aの11才のことであったから,約30イ1-1にもわたる長い川1,

彼の小に'氷の少女'のテーマが生き続けていたと見ることができるであ
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以上のような, Aのイ川人的なエピソードとは別に,この'氷の少女'は

北欧古来の言'い伝えとも深いところで関係をもっているようである。

北シェラン(ジーランド)の民話では,窓にやって来て,そのガラスに

氷の花(isblom計00 を吹きっける老婆(en gammol kone)がいる(0{.
トロ Jし

Nybωg 135)といい,またスエーデンでも1_11々の頂にリ1を吹き、ドろす魔松

ミ使の女(tmldkvindo)がいる(of.ibid.135)ともいう。このように,

、
つろ 0



38

い伝えや民閥偏、仰の小で,氷や舌が不,思議な自然の力の顕われとみられ,

ある時には gammel kone として,また,ある喝Uては troldkvinde とし

て捉えられているのである。いずれにせよ,冬の自然現象の背後に,この

ように一人の女性の力が働いていると兄ていることは興味深い。'氷の少
トτコ JI゛

女'→'老婆'→'魔法イ央の女'のイメージは更に, Aによって'雪の女王'と

いうイメージへと童話の巾で高められ, sd.という作品に粘晶し,.単なる

一国民の民話にとどまることなく,広ぐ幟界に知られる文学作品となった

のである。

1

作品,が出来上るまでのいきさつは以上のようなものであったが, Aの内

而生活は川朋灼名声や前述の Lind との経験とはうらはらに,満ち足りた

ものではなかった。幾度かの失恋の獅手御をこうむっていた上,"絲占も不

安定な竹1揣⑦で,ちょっとした自分の作吊.に対する他人からの批判にもー

]¥一憂するという風で佃,心理学的にみても, 11・り題のある人であっナこらし

い。⑨ Sd.を快筆ヅ郁丁のAは Lind 媒に恋していたが,この女判1によって

もAの功フιな願いであった粘婚はかなえられなかった。0の'Jenny の小に

ある何かが,向分を女性として完成させてくれるリH生を求めていたのであ

り,彼女の小のその何かが, Aが,彼女の目的にはかなわないワ}吐である

ことを知っていたからだっナご(C{. Garde 184)という言二懐は,多くのこ

とを示唆している。

Aは幾多の知人や友人を持ってはいたが,その吐桃の故に,常に孤独の

苦悩になやんでいたようで,その苦悩から救われる九めの,ただーつの道

は貯爺舌を,ヤくということであった(of.ibid.23の。童話を湃くということ

は,彼にとって,自然な轡分Π身でいられるという,魂の平和と安らぎを

感ずることのできる幸打、1なときであったと,獣われる。

それi1度,4丁に市話作品は,その'Π然な Aの姿'を何らかの形で反1映



するものであっても不思議ではないのである。 sd.を収り上けた研究者

N北ωg は,その作品分析を通じて, Aの内部が心N学的にみて,堂々め

ぐりをしているだけであることを明らかにし,小)この Sd.の小に人別Aの

;恕劇をさえみてとっている(d. Nyb0璃 155)。まナこ, 1河述のように, sd

快筆当"加こ愛していた女性が,それがたとえ愆識的であれ無愆敬灼であ

れ,彼の小に男性的なものを認めることができず,彼の求婚に応じなかっ

たという,別の心理学署 G雛de の研究結果を見る時、 Aの中に屶性的な

ものがクく除していたことは,また,彼を収りまいていた女性たちの一致し

た;ほ兄でもあったであろうと笵署には、獣われる。

そこで前山1とは↓ι方を変えて,この小諭において, sd.にかなり濃j,1に

現れている御)と思われ,しかも, Aの人となりを判1析する際に無U見できな

い,ツH生段,女性性という魏点からこの作岬.をぢ察していきたい。

Sd.は火にこまかく7つの小さな物語に分けられていて,その槻略は次

のようなものである
トロノレ

D 悪魔が一攸の魔法の鏡をつくり,人朏の醜恕なところを映してあき

たらず,天へ上って,1小をからかおうとしたが,途^1・,で鏡が笑い出したた

めに収り落し,鏡は粉みじんになってⅢ界中へとび散る。(鏡とそのかけ

らについての物配D
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ケ'ノレι

2)ある岡、にK四, G田山と呼は'れる二人の卸Rしの男の子と女の子が

いたが,劣の子の目と心Ⅷ鄭C上記の銚のかけらが入り,そのg§法の力の

ために,物の見力'が変ってしまう。ある冬のΠ, K町はソリを肩に測'リ

に川たまま,雪の女上とー一緒にどこかへ行ってしまう。 Kay は友だちの

G町da や家のおばあさんのことを忘れて,雪の女王と弥らすが,ーーカ,

急にいなくなった友だちの牙の上を案じナこ G町da は Kay を探しに出か

ける。(屶の子と女の子)

3)美しい花困をもったおばあさんのところへ才fいた G田d0 は,そこ

でしぱらく返吊するが,おぱあさんは彼女を乎元にいつまでもおいておき

ナJ H
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たいと、思い, Gerda に Kay を忘れさせようとする。しかし, Gerda の

涙でやがてバラの花が士の小から出て来て,彼女は,恐い出して,まナこ旅を

つづける。(魔法が使えるおぱあさんの花園)

4)花園を出た G引da は,烏に導かれ,王女と結婚した男の子が Kay

だと思って宮殿へ行くが,それが剛述っていたことがわかる。(王女と工

子)

5) G釘山は山賊に襲われるが,その娘である野性的な女の子に助け

られ,トナカイにのり, j嶋の言葉にしたがって, Koy のいる北のブjへと

向う。(かわいい益誤戎の女の子)

6)トナカイは Gada をラップ人の女のところへ述れていき,さらに,

賢いフィン人の女のところへと案内する。この女の人は,雪の女王の居場

所を告げ,どのようにすれば K等を収り戻せるかを教えてくれる。(ラッ

プ人のおかみさノVとフィン人のおかみさん)

フ) G町d0 はり_;の女上の憂のキャンプ場へ着き,教えられ九通りにし

て,女王の留守小に Kずを救い出し,二人で元のおばあさんのところへ

4,1}る。(f,1の女王のお城で起ったことと,その後の出来リD

以上槻1略を述べ九が,次に,冬々の物i治の内容を,物i吾の進打'の1頗にし

ナこがって,先に述べ九観点から,興味あると、獣われる点を取り出してみて

ゆくことにする。()内の数字はテキストの頁を示す。

D 鏡とそのかけらについての物"

との物詔・は,これだけで独立しており, Tmld叩ejlet(トロルのgD と叫

ぱれて,デンマークの人々に広く知られているものである。(d. N"dan.k

Ordbog l028)。

Nybのg によれぱ,古来,多くの民欣によって,鏡は郁々なものの今U改

として川いられて来ており,そのシンポルとしての価価は高い。銚はリf物

をあるがままに映す性格をもつが,その反而,左右が反対に1快ることや,

ま九目の前にないものをも映し出すところの一種の魔力をもつともいわれ



たりしている。明るい物の象微一太陽,⑬光の源,淹んだ女性の心,真実

を化げるもの,良心などーとしても,ま九その逆に啼いものの象微・一悪魔

などーとしても用いられている。古ノルド語の.1Wg部匝は銑を恵味する

もので,'膨'を愆眛する語.k喰gi と同じ語であることから,銚の1寺つオ{1

灰する二.つの愆味がうかがえる(d. Nybωg 124-126)。

この物i'・の小では,醜いものや欠ノ長を拡人して映し出す鏡が軽場してく

る

alt Godt og smuld, som

til n記Sten lngentlng, tnen

Ud, det traadte ret frem og

blev de

nogle

この銃はトロルによって作られたものであるが,トロルは北欧で古くか

ら,リ1γ常に人気のある幻忠の世界の住人で,介、11でもデンマークの子供の

玩共箱の小に必ずーつは入っているものである。・誹玉にもなれぱ恕玉にも

なって疑場し,皆,多少とも超谿然的なノJが使える。しかし, sd.にX"昜

するトロルは恕玉であり,恕玉一'D記Volen'(27のー・と殉或である。トロ

ルたちはこの鏡で,神や入使を映して,からかおうと火に上るが,銚がげ

らげら災い山して」金小で彼らの子から1丹り治ちてしまう。このトロルの分't

に御が映し出されると恕魔の顔が映っただろうと"獣わせるような'牛き力が

なされており,ここで沖と恐U症というものが,突はーつのものの喪と表で

あるのではなかろうかと'光者にも,獣わせるノ長が打1目される化!. Nyb酬g

12句。さて,その鏡のかけらが人削の目に入ると,その人には物Ⅲの恕い

Imだけが拡、大されて兒え, C側迦こ人るとそれは氷ωようになって,ー'j"恕

魔をよろこぱせることになる:
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Slddende, og da

Mennesker fik

Speilede sig deri, svandt

hvad der ikke duede og

(27のblev endnu V印rre

der

tog slg

Salnn〕_en

ilde

Og

Saae

hvor de kom Folk i oinene, der

de Mennesker Alting {orkeert,
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endogsaa en Li11e speilstump ind

grueligt, det Hjerte blev Hgesom

この D の物i'は令休の Sd.の前1牛きの役を果していて,その仰Ⅱ乍の時

期が前述のように異るだけでなく,2)~フ)の物詔・とは,質やレベルを異.に

している。つづいて本文にあたる Kay と Gada の物;吾へ入っていくの

であるが,二人の子供は最初は一緒にいるが,後で別々になり,また最後

でーつになる。この両者の通過する・世界. Kay と雪の女王の1_1t界をイiに,

G舎da と彼女の経験する人生の断面に'、れるものを左において図解して

みる。

i Hjertet, og saa var det ganske

On KlumP 1玲.(27D

③魔法か使えるおば

② おばあさんのと
Gerda (女)

あさんの訂刺(

①厩鄭去の鏡

臼ιj勺と王女(ゆりの花)

かわいい盗幟の女の子・(トナカイ)

K丑y f y})十鏡のカケラ

ラの花)

(人)

(ノ＼)

⑦

のおかみさノL

のおかみさ人けΠ,,、ιU

上記の1剥をみると,男の子と女の子が入ってゆく場所が,お互に相容

れない二つの異った幟界であることがはっきりしてくる。男の子の方は,

+

d;の女主

(氷の花)

;の々 fの喫のお城 Gerda十Kay

(おばあさんのところ)へ②

(知け牛の鏡)

女・王 〕

ラ
フ

)

＼ろ-L

④
⑤
⑥ 。

フ
ン
ソ
イ



氷,夜,知性,女の子の方は,パラ,太陽,』訴3,まナこ,感恬というたも

ので1!iめられている。この二つのものは,布jゾP一般的に屶性的,女性的と

いわれている11寺のイメージともオ告びついているようであり,心N学者のい

う,アニマ,アニムスとの摸Ⅱ系を、思わせるものでもある。゜"以、ト名々のⅢ

界を,上記の剛題を念頭において仰"尺しその対立を叺磁{にしてゆくことを

試みる。

2)屶の子と女の子

ここになって物語の主人公である Kay, G町da广喬の女王が凝場してく

る

De var ikke Broder og SφSter, Inen

hinanden, som om de vare det.(272)

男の子と女の子は兄妹ではなかったが,兒妹のように艸良しだった。この

ことは,雌初1二人が同質のものであったことを尓している。二人はおばあ

さんの庭にいた。それはバラと太陽によって象微される求福な川界であっ

たが,それに対して異った丹質をもつ一1'がちらちら顔をみせはじめ,

前述の鏡のかけらが Kay の目と心賊に入ることによって,パラカゞ汚なら

しくみえ, Kay と Gerda はここで異質のものとなる。

43

ganske anderledes end f61', de for・nu Vare saa

de holdt ligesaa meget af

Hans Lege bleve

討andige.(275)

すなわち,屶の子はバラと太陽の川界を,1.!■琵げていると.獣うようになり,

すべてに卯XXつほK なってしまう。そして遂に,彼はバラよりももっと光

令なものは舌の花だと、似うようになる。 11の女王と一締に Kay はどこか

へ行ってしまうが,だソVだノV彼は,町の女1上を小し分のない,令くどこに

も欠点のない災しい人であり,すぱらしい知ルを備えた人としてみるよう
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になる。ここに判って K町を動かす力が変化し,暖かい太陽の世界,そ

してまた,明るい1'1闇の世界から,冷たい月の川界,そして賠しソ女の川.界

へと入るのである

Om dagen sov han ved sneedronningens Fφdder.(276)

心刷 Kay が雪の女王の足元で畷る,ということは, Kay が,村.親をたよ

り Wつてその仙で眠る子供のように,すべてを雪の女王にまかせ,女王の

力の統治卜に入ってしまったことを怠1朱している。まナこ,彼が起きている

のは夜であるということにもなる。

3)魔法が使えるおぱあさんの花剛

Nu kom vaaren med varmere solskin.(27フ)

冬が去って赤になり, G町da の旅がはじまるが,この床にははっきりし

九旅程表といったものがなく,太陽や燕とi舌している小に, Kay がまだ

死んでぃないと感じ,川の硫れに身をまかせて山発するのである。この旅

は意志,]瓔性,推理などによるものではなく,伯牧&吐,而魏によって,迎

命のままに,!禽治のおもむくままになされることを愆味する。

Nel! hvor her

Blomster, og det

(279)Flor;

行きついたところは,2)の物1台の明るい色彩豊力寸よ111'界より,なお明る

さと色彩の強調されナこ,日の光の'、りそそぐ花剛のあるととろである。こ

こで注厩されるのは,バラの花の存丸である。老婆は G町d0 を珂分の元

t純nkelige

Pr認gtlgste

Var

{or

en Dufl og Deilighed! a11e de

enhver Aarstid, stod hef i det



に引き止めておきたいばかりに,花剛からバラの花を消してしまう。それ

は G町da の大助な目的である, Koy を探しι1、}すということを忘れさせる

九めである。だが彼女は,おばあさんの帽子にMいてあった飾りのパラを

みて,普のバラのあった時を,思い出し,庭に1]_1九カシゞラがないので1民を硫

すと,その涙でバラが地上に税れて G引da と話し,彼女に Kay が生き

てぃることを硫儒させる。花瓜1にある多くの花の,・11でバラのみが彼女と爪

要な鬨係をもっていることをみる11S,バラと女性は不町分の関係にあり,

'Aのバラ'にっいてのぢ察は,ーつの興1床あるテーマとなる(d・ N河 2,

]の。この物語に山てくる老婆の性狢は,子俳をかわいがるぱかりに,

の成長をはばんでしまう,女性あるいは川.性のル・ヰこある否定的な血の女'供

外を代表してぃるといえそうである(d. Nybωg 145)。

4)王子と王女

内いき;の上で一羽の黒い烏に会い,,1、1の話から,最近この山1の_1_1女とネ古

婚した胃年が Kay だと Gerda は,獣い込む。彼女はそこで局の突内でじ

子と王女の寝室にしのび込む。
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den anden.to senge,

SRuldo Sφge liⅡe Kay.(288)

ここには,不安も動揺もない皿!想的な 11ι子と上女の結びつきがあり,

K等と G町d0 の物語全体を貫'くテーマの細小され九姿がみられる。彼ら

の最終的な姿もこのようにありたいと Gerda も願うであろう。だが,そ

の目的が突現されるためには吏に原を続けなけれぱならない。というの

も,王子は Kay ではな U刈の人物であったからである。 G町d0 はあまり

賢くない,,烏の各'葉から, Kay を理恕化しすぎていたのだが,ここで男

女のr1然で完个なネ古びっきをみた G町da は Kay を探し出さなければな

らないと新たに決心を囿める。

det at GerdaVar rφd, og . den Var
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5)かわいい盗賊の女の子

G町da は王女から僻られた豪、峨な馬Tliで森にやって来ると,盗賊にお

そわれ,生命を失いかける。この森の中の描写は,4)の物語の非常に洗練

され,苹かな宮廷内の様子とは刻'照的で,力強い野吐味をおびてぃる。粗

瓣な111賊たち,荒れるにまかせた彼らの城,そこでは人闇は鳥や獣とー・絡

の部屋に住んでいる。そして,野性的で九くましいが,伺時に清にもろく

親切な娘が G町d0 の味方になる。

.og den li11e pige tra]く en land Kniv ud af en spr鶴kke i Muren

Og lod den gHde over Rensdyrets l-1als; det stalく1くels Dyr slog ud

med Benene, og RりVepigen lo og trak Gerda med ned i senぴen

(292)

毎晩この女の子はトナカイの、門'をナイフでくすぐり,トナカイが恐ろしが

るのをみて・六'ぶ。そしてナイフを子にしたまま11民るといった風である。前

の物iliの,口はまちがっていたが,今度は§札ν嶋が數えてくれ, Kay の1,じ

所は北様に近いフィンマーケンー・FinnmaH四n一にあるバ1の女ヨ1の又のキ

ヤンプだという。 111賊の娘は親切にも G引'da に,その辺の中:情に明るい

トナカイの B記をりぇ,北の力へ旅しゃすいように助けてくれる。

ここでは大"の,巳や獣が登場し,これらの助けで G町da は正しいノj向

へ旅を続けるのであるが,人朋が動物九ちの援助を侶わて行動するという

太現は,我われの愆識の無愆滋に対する態庶を象徴的に表してぃるという

が(d・ Nyb田g 151), GeKla の場合も,彼女はyly常に砧1峨的な無心(i般の

誘導に従って, 11'〔観によって行動することを1迄味してぃる。

トナカイという北の困に侘む動物に加えて,行.黄などの美しい光を放

つオーロラも,一神の杣秘的な野閉気を物語に勺jw G町da がかなり北

の力へやって来たことがはっきりしてくる。

この物i}nの巾心となっている1御峨の女の子は,業朴で男っぽい, G田da



とは対照的に,思われる女の子であるが,

る以前の,自然に密着し,"島や動物と

の吐質を代表していると,思われる。

6)ラップ人のおかみさんとフィン人のおかみさん

黒い髪をし,目や皮店の色の濃い平たい顔つきのラップ人たちは,伝統

の小でも,また一般的にも,まわりに住む北の国々の人たちから,ある御

秘灼な存在としてみられており,ま光文学の小でも魔松を使う力をもつ老

としてしばしば登場してくる。帖)最初 G町d0 はトナカイにのってラップ

人のおかみさんのところへいき,まナこ,その人は紹介状を干した鮓の上に

.牛いてくれ,そこからフィンマーケンに侘むおかみさんのところへ訪ねて

いく。このおかみさんは人竣すぐれた知愆と, n然を制する力をもってい

て,Ⅲ界11、,の風を操作できる程でもある。トナカイはこの人に G町d0 に

力を与えてやるよう頼むが,おかみさんは次のように答える

これは,教養とか文化を身につけ

'住いを同じくする'先火灼な女姓
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Hun maa iklくe a{ os vide sin Magt, den sidder i hendes Hjerte,

den sidder i,1)un er et Sφdt, uslwldigt Barn.(295)

G町d0 には外からノJがIJえられるのではなく,すでに竹ち介せている 1、・1

分の力で充分であり,また,その力は彼女が優しい,頑是無い子供である

こと自休だといっている。 G町d0 は辨の女玉と鬪う用愆ができているが,

その際電要なことは,魔UWX必のかけらを Kay の目と心臓から収り出さ

なければならないことであると教えられる。

Gerda は1;の女三ゼの軍勢,すなわち悪魔を退けるのに,'主の祈り'く川を

唱えるが,このことに関しては後で述べる。

G田山を援けた二人の女セ1.は,生活の知恵を持つ女性であり,桜様的

に子供の内的な成長を助長する而の呼性,あるいは女・目ψ)隆格を代表する

と,獣われる。
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フ)舌の女王のお城で起ったこととその後の出来事

先ず女王の城の様子をみてみよう。

Slottets V記gge vaTe a{ den fygende snee der var oveT hund・

rede sa]e,,,..aⅡe belyste af de st誕rke Nordlys, og de vare saa

Store, saa tomme, saa lsnende kolde og saa skinnende.ーーーtomt,

Stort og koldt var det i sneedronningens sale,ー..(297)

沢111ある大広朋はがらんとして寒く,空虚な感じを与える。中央に諫った

池があって,雪の女王はそれを欠け生の銚一F0玲tande郎 Speil(272)ーと

呼び,この城にいるf1寺は,そこが玉座になっているという。 Kay も氷の

カ、けら Ci娃ノV C才J り^,^Fの'standens-1isspHlet (298)リki靈'とし、う行七

を探している。 3)の物i'で威力を発した G伽'd0 の涙が,ここでもJ1了常に

火きな佃きをする。彼女の涙はトロルの作った鏡のかけらを Kay の目と

心側まから収り除き, Kay は暖かい感怯を収り戻すととができる。 Kay

とG町da のこの11_1会いによって, Kay の探してぃた'永遠'という文字も

ひとりでにでき_上るのである。そして二人は仲良しだっナこ子供の11寺のよう

に子に・于・をj戻うて,牧郷へり,,^}つていくのである。

これらの内容をみてくるとき,物語の小に混然と,あるいはイ円然に組み介

わされたかのようにみぇるイ11・1々のイメージが,突は,タ1の子と女の子の

歩む川1磁に異.る二つの川界を捉示しているように,思われる。先にあけ'た灰1

の右半分にある K四の世界は,雪と氷の花や,河によって代表される色彩

のない,硬くて寒々した,淋しい空j鯵なととろであり,また銀色の鏡のよ

うに冷たく透明で不毛の世界であるというならぱ,左半分にある G町山

のそれはハラと太陽のある,色彩豊かで暖かく,優しい川界である。また,

Yi半分はP吋小の,そして匁削.の艾配するところであり,カニ半分は,,恬締"



かな感情が力をもつところであり,画郷,啓示,述命,偕頼,市」察力,本

能的な生きる知恵の交配する・11_t界といえる。前者が超Π然的で不可觧な夜

の魅力を感じさせるとき,後者は日常的であり'、れてはいるが,やはり強

い昼冊の力を感じさせるものである。

このように Koy と G改d0 を主人公にした Sd.の物詔は, 1Ⅱなる荒店

無稽な童話の小の川来打にとどまらず,より深いものとミ古びついており,

一般的に男性的なもの,女性的なものの'元型'-a此hotype-(功カジ乎かび

上ってくるのである。そして物"和X冬りに, Koy の氷遊びの材刈・と G凹do

の涙が出会って,'永述'という文字ができ上るのであるが,そこには古代

から人類が見絖け,多くの文学作品のテーマにもなってきナこ,火と地の刈

10_,それらのネ古合,生成をも懇越させるものがある。 Aの Sd.のり・.のイメ

ージを述じて,人1削力"!f遜的にもつi}・出麺,御i活の那●早の新ナこなー・つの形を

辿ることができるのは火きな熊きであるが,まさに, Aのこの董,1舌の小

に,我われが兒収るもは,そう云った人朋の永述の,そして桜元的なイ1Cの

姿なのである。

49

この作,Y,は一1の女王'というタイトルを取っているが,フ噺祭に物1台を

,託ノVでみると,り_;の女上n身にっいての〒忍述はあまりy くなく,物i仟の大

_半は G町da の旅にっいてi牛力吋1たもので1!iめられている。しかし,題名

があえて'1;の女1?となっており,まナこ"y卜終っ六,北右の多くの者の小

に残るものは,バ1の女干のイメージであるのは何般だろうか。

先ず,門;の女'王にっいての表現を本文にみてみょう。〔〕巾は愆訳であ

る。

1亜

et par sneefn01<1くer faldt d臼'ude, og een al disse, den a11erstφrste
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blev liggende paa Kanten af den ene Blomsterkasse; snee{n01くken

Voxte nleer og meer, den blev lilsidst til et heelt Fruentimn〕er,

(273)

〔雪のひらがーつ二つ落ちてきて,その小で一番大きいのが花を柚えて

ある木箱の1鵜に止って,それがだノVだん大きくなって,ー・人の女の人にな

つ九。)

.1d記dt i de fineste, hvide Flor, der vare San〕1nensatte afSoln

入li11ioner stjeTneagtige Fnug. Hun var saa Smuk og fiin, men a{

Iis, den blendende, blinkende lis, dog var hun levende;のinene

Stirrede soln to klare stjerner, men der var Ro eⅡer HvileIngen

i dem.(273)

(何"万とも知れない"'のような当のひらでできた,_寸.派な白い者物を

若ていた。それは芙しい優卯{な女の人で,その人は月もまばゆいは'かりの

氷でできていたが,生きているようだっ九。目は二つの咽るい星のようだ

つたが,そこには落ちつきはなかった。〕

kom der en stor S1記de; den

den Een, indsVりbt ien laaden

(275)

(真白にぬった大きなソリがやって来た。そこに'、わ'、わする由い毛皮

のオーヴγ一を署て帽子をかぶった人が乗っていた。〕 Kay はそれに自分

の小さなソリをす古びつけて溺'つたが,もう航そうとしても取れなくなっ

た。その毛皮に身を包んだ人はにこやカヰこ笑いかけた。

Va]' ganske hvldmalel, og der sad i

hvid pels og med hvid laaden Hue;



Pelsen

rank, saa

Og Huen var af bare snee, en Dame var

Skinnende hvid, det var sneedronningen

噺皮女の毛皮のオーヴァーも帽子も雪でできていた。行がすらっと高

く,卸くは'かりに血い1赦吊人であり,この人こそカナπの女王であっナこ。)

1くay saae paa hende, hun var saa smuR, et klogere deHlgere

Ansigt kunde han ik1ζe t印nke sig, nu syntes hun 11くke af 11S, S0Π1

den Gang

.hun f1φi med l]anl, f1ψi hφit op paa den sorte sky,

Om Dagen sov han ved sneedronningens Fφdder.(276)

(・・・・・・Koy はその人を見た。その人はたいそう共しかった。どの人よ

もうあの11寺のように,氷ででりも賢明で,すばらしい顔をしていた。

彼にとって,その人は小し分のない人のきているとは.獣えなかった,

その人は彼をように見えた・・・・ーもう恐ろしいとは思わなくなっていた

(1くoy は) j._ι開は旦;の女述れて,空i拓く大きなは{雲の上までj佳んだ。

_fの足元で眠った。〕

det, saa h血 og

(27句
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川_;の女fについての抗iリjは Kay と G剖山の物研の小では最仞の物'jlj

2)と最後の物"フ)においてのみなされている。その小で2)に呪力れてくる

筒所を上に引用した。その各々が熊しいイメージで満ナこされており,,託右

を魅fさせるものであるが,更に心という黍節とあくまでも対_立するもの

として擢示されていることに洗目しなけれぱならない。 2)ω物'i辯1'で始

まっており,次に冬になり,また粍がめぐって来て,それから、内:び冬にな

る。そこで少くともこの物。1i・の小だけで_ニイrは経過しており,イfには祁の

打物しか述べられておらず,同様に,冬にはまた冬の風景しか述べられて

いないが,季節の移り変りとルに必然的にこのj阿名か入れ竹ってやって来
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ることが,院者の心に柚えつけられるのである。このような拙写のテク

ツクによって,心1士常に冬の存在を感じさせ,冬は常に心の存在を感じさ

せるものとなる。 Kay にとってバラが醜いものと見えた年の冬に,雪の

女王が非の打ちどころのない女姓の姿をとって彼の前に現れるのである。

いわば,この赤と冬は11_1反しながら,もうーカ'力y地方を眺示するものとし

て設定されている。 K.y がいなくなってから, G町da は彼を収り戻すべ

く旅に出るが,それは春になってからである。そして3)の物語以下G町da

は様々な経験をしていき,その刷,町の女王の記述は本文に出て来ない

が,胱者には Ga山の活動を前述のような見力で託み近/Vでいく用愆が

できているのである。その上, G町d0 臼身も町の女王と剛うべく旅を続

けるのであるから,被女に属する事物や経1験を統み進む時,'常に円の女汀{

の存在を念顕に胤き,そのイメージをだんだソ,形成してぃくことになる。

リ1の女1は,言禁を代えて云えば,'Gerda のー・・ーではない'という否定の

形で'常に語り続けられるのであり,これによって町の女王の存在はますま

す硫かなものにされてゆくと艾に,ーカ,彼女の存在はとらえがたく,ま

ナこそれがf'_1の女王を神秘的なものとして統者の心に殘すゆえんとなる。

フ)の物語で, G町da は Kay のいるところに辿りっくが,そこは雪の

女王の長の住いであり,美しい雪と氷と風とオーロラのイメージで満たさ

れてはいるが,女王Π牙は不在であり,その上,彼女にっいての心怯の描

写はここでも遡けられていて,ただ統者はΠ分の恕像でもって,'9の女1

にー)いて、^W、をめぐらすのみである。

1章において Sd.が,その内Υ§において,人Ⅲ]OX喪ノ6的,また,・1ν行N的

なものと関わっていることを述べたが,ま九文学上の表税という郷ノ無から

も, sd.は硫者のイマジネーシ,ンに訴える賠示的な丁・法を翔いてi牛力珂1

ていて統者に強い印象をぢjW いつまでもその心に夕戈る様めて優れ九作吊,

となっているといえるのである。

表現に関してなお忘れてならないのは,物語の愆味内容がかなり複雜で



深い冏題を含んでいるにもかかわらず, sd.は平易な臼語休で,しかも飾

り気のない簡潔な文章で・占かれていることである。それについてA白身は

次のように本っている

'Jeg har ganske skrevet dem,

(D. L. Hiゞt0負e v01.Π 574)

(一人の子供にそれを話して開かせるように'牛いたのです。〕

当11Jとしては,この11品q木はリP常に新鮮で珍しい試みではなかったかと

begynde vi.'(270)や旦Lわれる。(玲) 1勿inの初めにある,'see saa! nu

'N゛ skUⅡe vihφル!'(27D などの短くて勢W、のある表現を介んだ文休

は,物語を突に生き生きとしたものにしている。これらはAの文体のーつ

のX しい特色0のとして,強ゞ凋されるべき',反であろう。

JegSon] Vi11e {ort記Ⅱe el Barn dem.'
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これ迄の章においては述べなかっナこが, A1矧人の日常生活のー・町1,}が,そ

のまま作品の「1コに顔を出し,それなりの而白味を添えているので,ついで

ながらそれら二三の張柄をあげておく。

fnen

"det maa ν託re kJede11gt at

inden{or!

.hans stφVler kn廿kede

ild祀 bange!"(28句

Π1

han blev dog

上女が,一番話し上丁・な肖年'と粘婚するとお'、れを出し,一人の若者が

下北投へやって来る。〔階段のところに1住っているのは,たいくつだろうね。

Paa Trappen,]eg gaaer he11erStaae

frygte11g st碕rlくt,Saa



54

ぽくは奥へ通るよ。ー'・ーその子の長靴がきゅーうと,とても大きな音をゞι

てたのに,その子はそんなことで恐ろしいとは思わなかっ九んだよ。〕

Aはしばしぱ王侯貴族のイ_W'を訪闇し,童話を話して人々を楽しませて

いたが,それは彼の誇りのーつとなっていた。他のこの'ボロをまとった'話

し上乎な肖午がおくすることなぐ宮殿に進んで行く様はA自身を,思わせ,

また堅伝礼の折',被は新しい長靴をはいて,引γ常に有頂天であっ九ことが

白伝の中で述べられている。(cf. Mit ogot Eventy,24)

" vilde l flyve frit?" spurgte prindsessen,"e11er Vilde l have fast

AnS碕ttelse som Hoauager med <lt, hvad der falder af i Kjφ1【・

kenet?'ソ0g begge Kragerne neiede og bade {ast AnS記ttelse lOln

for de t記nkte paa deres Alderdoln-.(288)

〔'お前たち脊山に熊びまわりたいのか,それとも宮イ上えの烏になって台

所のおこぽれをみ/Vなほしいのかね。'と王女はきいた。すると二羽の"に1は

深々と足を引いておじぎをし,定職の力につかせて下さるようにお願いし

た。というのも年をとってからのことを彼らはぢぇたのだから。〕

A冉牙も王から年釡をもらっていたし,また彼の頭の小には常に定収入

のある生活ということがあった。それがこのユーモラスなくだりとなって

物;吾の小に乍かされている。

なおーつ気がかりになることは, sd.の結太に聖■'の引那が出てくるこ

とである。'もし汝ら幼子の4jくならずば,天国に入ることを得じ。'と太

う聖句,これは1章でみて火た内容とは災る要索である。 sd.をしめく

くるにあたって店突にAの宗教心とも云うべきものが現われてくるのはな

ぜだろうか。先の'人魚如!'の場介(of.1Ⅲ稿 89)には,池泌Ⅲ均なネ占末を迎

えるに到った人魚姫に対する,何らかの救済としてキリスト教的な要系が

現われたのであるが,卿)この Sd.の場Aには,物語・冉休はいわゆるハッピ



ーエンドになっているにもか力珂っらず,この要索がでてくる。 Aにとっ

て,すべてのものの最後的な救洗として,これ以外のものは考えられなか

つナこのであろう力、いづれにしろ,彼の心、の中で,この宗教心プづ・ーつの大

きな位羅を占めていたであろうことは確かである。そこで, Aのこの*教

心とは如何なるものであったかを少しみておこう。

Garde はAについてりくのように述べている:"H. C. AndeTsens reⅡgiφ・

Sitet,1)ans etik forekommer os barnlig, n印Sten tι山eHg."(Garde 229)

Aのイf;仰心,倫理観は,われわれにとって子供らしく,ほとノVど,蠣鹿げ

ているように、思われる,と。彼は早くからその厩糊に御を畏れることを習

い,その後ラテン学校でも水教の1埒岡があったとぢぇられるが,彼は大人

になってからも,これら幼い頃に柚えつけられた,多少なりとも迷1.;的な

シk教心を持ち続けていたと、^醗っれている(d. N北ωg154)。

例えばこんなことがあった: Aが都へ出て火て嶋もない頃のことであ

る。元旦に起ったことはー一年中起こるとイ,1'じていたAは,王釜泌U場へしの

び込んで,主の祈りを1唱えて,その午、小良い役をもらいナこいと祈ったとい

う(Mit ogot Evonty,4の。作.Y, sd.の「1-1でも主の祈りはイ§く1京始社会

におけると同様,'ワの女丕の軍勢を辺い払う1呪文として用いられている

(cf. Nybmg 152)。(296)

Aはデンマークの習憤にし九がって,新教の・一派である,国教のルッタ

一教に属していたが,心恬的にはカソリック敏の御秘的な劣Ⅲ1気をもつ礼

」泌弓吐せられていたようである(of. K血g田 187)。そして,ソ＼生の後半

には敏会から遠ざかっていたと云われている。牧肺たちの厳格な説教は彼

の心を打たなかったようで,被の魂はもっと自然へ向っていたのであり,

そこでAは御を近く感じていたという'化f.ibld.187)。即ち, Aの万ミ教

御や兎、恬は,决して紳学上の抽象的な諮観念にのっとったものではな

く,もっと自然発生的な,人開が原始村.会から持ち続けて来たような宗教

心と密按な関係にあるものであろう。 A自身も自分がΠ然を愛したこと,

その小で多くの市話が生れたことを白伝の巾で記しているが(Miteget
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Evont打 HO-1Ⅱ),突際この索朴な牙等匁心が彼をして,上記のようなA

独特の市話幼を生むに到らせたもののーつであろうと,思われる。このよう

に見るならぱ,彼の作品内でみた限りでは不自然さを感じさせる宗教的な

要索ではあったが,これをAの内面においてみる時には,他の要累と矛盾

するものではないようである。

この物語には,長い年乃にわたる1時の流れと,大きな地理的な広がりを

感じさせるものがある。即ち,物語の冒頭で子供であった者たちが,紬末

では人人になってぃることに気付き,まナこ,女の子の旅は南の力からはる

か北極雁1③にまでのびているのである。

ここには様ざまな,その地方の4丁色を代表する人物,動物,花"鳥,拘然

などもτ"昜し,それらが平ば呪尖の,ま六半ば幻恕の色調をおびて北欧と

いうーつの絵巻物を織り成してぃるのである。しかし,この紋村Uよ誰にも

親しみ易く舗単なもので,この小論で指摘してきたように,男性と女性と

いう暫リW的かつ根元的な二つのものの姿を,美しい象微の1・bに表現させて

いるのである。

(]釘6年フ/J)

1王

'人魚姫'1Cみられる H. C. A.の内的世外。

Man tog digleren alt {or 、ogstaveligt pa ordel, eventyrene lくUnSoln oln

Var for 、φrn, bagateHer

1机,r0でisatω'eπ(1835)で小'ι家として,Ξ" Digtιrs Bα2ω'(1842)で紀行

文イ乍家として既に名声を博していた。

'_.at det dansede hen ovet papiret.'

'Hun ν11 nok l〕ave mig!'

13)

田
②

④
⑤



(6) Ribωg voigt, LO"i.O COHin などとの失恋。

⑦小さな出来張に対しても子供のように泣き悲しみ,またよろとんだりした。

(Nybog 133)

⑧尿先で祖岡の折剛1こ城ってぃる甥分の作"'比評1こ敏感IC反応した。(自伝6. etc・)

⑨ Aをネ行中W丙であるとの珍断を下す学各、ある。(Hjalm討 Helweg,拙稿93-94)

⑩ 1940午IC初めて会い,1843午に求婚した。

tTaglsk.(11)']cg opfatter st11edes udgangen pa dette A's vinterevcntyT Soln

Ringen er sluttct. Dens sidste led {り」cr slg til udgangspU111dct.,

咽男の子と女の子が出て来て,最後にはーつ;こなるが,その惜リ川々の経取を絲なけ

れぱならないというパターン。'錫の兵1瞭や'野性の由鳥'など。

Solgudinde⑬ NybⅢg は天照大神の鏡の'Πを述べている. Hg部om den」叩0那ko

Opstae1 ι1{Amaterasus spe」1, der egentlig er hendes lncarnation, er

guden lzanagls vcnstre φ」ne

(男牲のところの像・・女性のとと(1.1) Jung のΠ」いた心゛E学的1Ⅱ語。 anima, an1ΠIUS

ろの作り

11励伊上1_(,.tフィンランドの Zooh6部 TOPOINゞ a8]8-98)の'星のtr、す'め',デンマ

クのK'げon BⅡXen a885-1962)の'船のりの少午'なと。

岡 KW もり_;の女・1匠のソリカ、ら轡樹%られなくなって,恐ろしさのあまりモの祈りを

となえるが失敗する。(テキスト 276)

飼 Jung の川いた心迅抄γ的川,'.人問の普慰的、1延愆般の内容のノd品のなか{C共通し

た"本的な馴を兒出す町ができるとぢぇ,ユングがそれを心刑と呼んだ。q可介95)

rede {or den stilistlske rev01Ⅱlion,118)八Ⅱerede Gcorg Brandes l〕ar gJort

genncn】brudet af iα1ιSprogιt,.ー(D.L.H.11 580)

⑲秀でた疑人法も特色の・つであろう。

則デンマークの上供貴族の住いぱかりでなく,ドイソの Weim"佼などの宮奴を

防ね,よくその内都の脳rfに通じていた。(Mit ogot Ewnt打 178)

⑳水の池と形えた人魚、姫を空気の娘と 1徐こ火に上らせ 300午・後に天国入りさせる

こと。(拙稿,69)

但.2) Andersen har som digter bevafet forblndelsen badc med barnets og den

PrimitiveS 11e1ι Verden.(D.L.1-1.11 585)
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岡 巳;の女王の冬の城は Spit北町gen にあるという。(現実には別名を Svalb釘d

Islon心,北刷訂7゜~82゜,グリーンランドの東伽1て付置する) Aの童話の中に現

われる最北端の獅台であろう。
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